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米国の原油輸出動向（26 年 5 月時点） 
～対日輸出が急増～ 
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 米国の原油輸出が急拡大している。2月末以降の米イラン戦争を契機にホルムズ海峡のタンカー

航行が困難となっており、代替調達先として米国の存在感が高まっている。 

5月貿易統計によると、米国の原油輸出額は前年同月比+157.1%（4月：+116.3%）と大幅に増加

した（図表 1）。輸出増の内訳をみると、船舶輸送量（重量ベース）は+64.6%（+43.7%）、輸出単価

は+56.2%（+50.5%）と共に増加した。米国内の生産拡大や在庫放出、及び価格上昇の複合的な要

因が輸出金額を押し上げている（図表 2）。この結果、米国の財輸出に占める原油の割合は 9.2%

と、2025年平均の 4.6%から倍増した。また、ナフサやジェット燃料等の石油製品（HSコード：

2710）に関しても、5月の輸出金額は+60.5%（+74.4%）と急拡大を示した。 

米イラン戦争開始後の 3～5 月における原油輸出額を州別（輸送元）にみると、テキサス州が全

体の 90.6%（2025 年実績：94.2%）と最大であり、ルイジアナ州が 7.2%（同、3.5%）と続く。すな

わち、足下の輸出拡大はこれら 2州及びその周辺地域から生産されるシェールオイルが中心とみら

れる。なお、シェールオイルは軽質である一方、日本の製油所は中東から輸入する中重質に精製設

備を最適化している。他方、中質かつ東アジアへの輸送距離が短いアラスカ州からの輸出は全体の

0.9%（0.6%）を占めるに留まっている。 

 原油輸出先を国・地域別にみると、日本向けは 3～5月実績が 25年対比で月平均 9.9倍と突出

して拡大している。実際、対日輸出額は 26年 5月で 37.8億ドルと、2025年合計の 25.2億ドルを

単月で大幅に上回っている。原油輸出における国・地域別シェアをみても、日本は 25年：2.5%→

26年 3～5月：14.5%へ急上昇した（図表 4）。また、同期間における米国の韓国向け輸出は 2.4

倍、ASEAN向けは 2.3倍と、総じて中東産原油に依存していたアジア諸国への輸出拡大が目立つ。 

 先行きに関して、4～5月の輸出単価は 100ドル/バレルを上回ったものの、6月以降は原油価格

が下落傾向にあるため（図表 5）、価格要因による金額押し上げ効果は縮小する可能性が高い。一

方、トランプ大統領は７月 8日に米イランの攻撃応酬を踏まえ「停戦は終わった」と述べるな

ど、ホルムズ海峡の航行正常化は依然不透明な状況にある。各国が米国からの原油代替調達を続

ける場合、米国の原油輸出数量は高水準で推移する可能性が高い。 
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図表 1：原油輸出額  図表 2：原油生産、在庫放出、輸出 

 

 

 

図表 3：26年 3～5月の国・地域別輸出額  図表 4：原油輸出の国・地域別シェア 

 

 

 

図表 5：原油価格とホルムズ海峡の通行量   

 

  

出所: 米センサス局、EIA、IMF より第一ライフ資産運用経済研究所が作成 
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